
【学校経営の基本方針】

建学の精神・校訓

未 来 チャレンジ 感 謝

自分のよさや個性を理解するとともに、それに 将来の夢や希望を膨らませ、よりよい社会生活、 様々な場面において、他者のよさや感情を共感

基づいた目標を持ち、その達成に向けて全力で取 進路決定など自身のＱＯＬ向上のために自己理解 的に理解しようとする姿勢を涵養する。さらに、

り組もうとする態度・姿勢、そして共生社会に相 を進め、自ら課題を見出し、その課題の解決に向 社会に貢献しようとする意欲や他者の好意に感謝

応しいシチズンシップを育む。 けて、取り組むために必要な資質・能力を養う。 する気持ちを培う。

＊将来展望の成立 ＊自我同一性の確立 ＊心理的自立

学校教育目標

Go for your dream. 『 夢のために、ベストを尽くす 』 ～今の自分を超え、より高みをめざそう～

具体的目標

■ 学ぶ楽しさを体感し、自ら課題を見つけ、考え、行動し、努力し続ける生徒を育てる。

■ 個性・能力を生かし、他者と協力しながら、北海道の未来を創造し続けることのできる生徒を育てる。

めざす学校像

○ 生徒、家庭及び社会の期待に応えるために、

・生徒の夢や希望に寄り添い、その実現に向け共に歩む学校

・保護者や地域のニーズや期待に応え、貢献する学校

・教職員が専門性を発揮し、創造的な教育活動を行う学校

めざす生徒像 めざす教職員像

共生社会の担い手になる 慮る気持ちの熟成 慮る＝おもんぱかる

○ 共生社会におけるシチズンシップを育むために、 ○ 生徒、家庭及び地域の声を真摯に傾聴し、

・社会の一員であることを意識し、責任を自覚し行動できる生徒 ・生徒一人一人との対話を大切にし、生徒の困り感への対処や学ぶ意欲へ

・必要な情報を主体的に収集・選択し、自分の考えを言葉や行動で表 の支援を的確にできる教職員

現する生徒 ・生徒一人一人の「知的好奇心」、よりよく生きたいという「向上心」を大

・互いの多様な考えや感情を尊重し、認め合い協働する生徒 切にする教職員

・他者の思いに感謝し、社会に貢献する喜びを感じ、助け合う生徒 ・生徒一人一人の実態や状況に応じて、適切な学級経営、学習指導、生徒

・活動を振り返り、自ら課題を解決しようと努力する生徒 指導、進路指導、保健指導、必要な支援の充実に連帯して取り組む教職

員

教育方針 経営方針

１ 生徒が安全で安心して学習に取り組める環境整備を重視する。 １ コアチームを中心に働き方改革を一層推進し、教職員一人一人が健康で

２ 「未来」「チャレンジ」「感謝」の校訓に基づき、教育活動の充実を 職務にあたる環境整備を重視する。

図る。 ２ 教職員一人一人が、それぞれの専門性や能力・特性を発揮し、積極的な

３ 生徒一人一人の可能性を最大限引き出し、将来の自立、社会参加、 経営参加のもとに、教育活動と経営活動が一体化した組織運営を推進する。

社会貢献のために、より良い選択と決定ができる生徒を育成する。 ３ 教職員相互の尊厳、信頼、協力により、各組織・部門が機能的に連帯し、

４ 生徒一人一人のこれまでの学びや経験、認知の特性などを踏まえ、 働き方改革に具体的に取り組みながら、円滑で効率的に校務を推進する。

多様な教育的ニーズに応えることのできる教育を推進する。 ４ 教育課程検討委員会を中心に、不断に教育課程の検証を行い、改善・充

５ 地域や企業等に学び、社会に貢献することで、社会自立に必要な実 実を図る。

践力や自己有用感を高めるキャリア教育の充実を図る。 ５ 保護者、地域社会等と連携した教育活動を進めるとともに、地域の特別

６ 授業に当たっては、個別の教育支援計画及び個別の指導計画に基づ 支援教育センターとしての役割を果たすため、関係機関等と連携して「信

き、各教科等の系統性を踏まえた指導計画を作成し、常に授業の評価、 頼される学校づくり」を進める。

改善・充実を図る。 ６ 安全で安定した教育活動のための学習環境の整備や危機管理体制の充実

７ 生涯にわたり健康で安全な生活を営む基礎を培うために、保健教育、 を図る。

安全教育の充実を図る。 ７ 教職員の専門的力量、資質の向上を図るための研修に取り組む。

８ 生涯にわたり健康な心と身体を維持するために、食に関する指導の ８ 充実した教育活動・経営活動推進のため、学校予算を効率的・計画的に

充実を図る。 執行する。

令和５年度重点教育目標及び経営目標

■ 重点教育目標

・学習評価の充実 生徒の得意なこと苦手なことを踏まえ、実践に生かす評価を行う

・あいの里ブランドの構築 学科間で連携を図り、コミュニティ・スクールの仕組みを活用した地域協働の実践

・生徒が自ら主体的に学び続けられる力の育成 →持続可能な教育の実践

■ 重点経営目標

・地域と共に歩む教育活動の再構築 ⇒ あいcircleの再開、教科・学科等において積極的に地域資源を活用

・生徒が身に付ける資質・能力の明確化 ⇒ 何を学ぶか→何ができるようになるかを重視、コンテンツ→コンピテンシーの育成

・不登校生徒への対応 本人の学びを尊重した適切な情報提供 ※コンピテンシー＝高い成果につながる資質・行動特性

・開校10周年に向け、また、アフターコロナの学校教育を見据え、これまでの取組の定着化と大胆な見直し

教育活動推進の視点（重点） 経営活動推進の視点（重点）

Catch & Connect(繋ぐ）教育の推進 Communication & Collaboration
■ Ⅰ 生徒の成長に伴う積み重ね ■ 目的の妥当性と信頼性を重視し、組織間連携で協働で取り組む

Ⅱ 教職員間の情報共有と協働 ■ 生徒、保護者、職員、関係機関を「慮る」学校経営の推進

Ⅲ 学校職員と保護者や地域（関係機関）との情報共有と共通理解 ■ 校内支援を充実する（生徒指導・相談・自己認知（発達検査の活用）等）

この3つの視点を必要に応じてKnotWorking（協働）する。

研究主題 生徒が主役の学校づくり～自己実現と居場所の充実を目指して～


